
当院を身近に知っていただくため公式ホームページ 
及び 公式facebook・Instagramを作成していま
す。一度ご覧ください。

https://hamada.hosp.go.jp/

ホームページ

https://www.facebook.com/
　　　hamadamedicalcenter/

facebook

浜田医療センター で検索！

https://www.instagram.com/
　　　hamada_medical_center/

Instagram

就任のご挨拶
退任のご挨拶
血液内科医師紹介
前立腺がん
～気づきにくいけれど、早期発見が大切です～
5/12 「看護の日」
イベントを開催しました
浜田駅北医療フェスタについて
停電に伴う診療受入れについて
看護学校だより
がん相談支援センターだより
令和9年度看護師･助産師募集
秋の特別メニュー
外来診療担当医表
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基本方針
1．安全で良質な医療の提供
2．患者に寄り添った医療
3．行政・医療・介護・福祉との連携
4．地域の町づくりに貢献
5．地域住民と職員の健康増進
6．持続可能な健全経営

患者さんの権利
•人格・価値観が尊重される権利
•良質な医療を受ける権利
•十分な説明と情報を得る権利
•自己決定の権利
•個人情報が守られる権利
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　2026年８月１日付で栗栖泰郎前院長の後任として、院長を拝命いたしま
した北條宣政（ほうじょう のぶまさ）と申します。私は2006年から９年間、
浜田市国保診療所連合体（波佐・弥栄・あさひ・大麻診療所）に勤務し、2015
年に当院に着任して総合診療科を立ち上げました。これまで長きにわたり浜
田の地で地域医療に携わってきた経験を活かし、前院長の築かれた確かな
歩みと熱い思いを引き継ぎながら、当院の運営とさらなる発展に全力を尽
くす所存です。
　ポストコロナにおける受療行動の変化、物価の高騰、そして急速な人口減
少への対応など、医療を取り巻く環境には喫緊の課題が山積しています。こ
れらの課題を打破し、地域医療の質を維持・向上させるため、当院は以下の
新体制へと移行いたしました。
　副院長に髙橋節医師（前 診療部長）、特命副院長に木村麗新医師（臨床研
究部長兼任）、そして特別院長代理に栗栖泰郎医師（前 院長）が就任いたし
ました。総括する主な部門として、髙橋副院長は医療安全や感染管理などの
危機管理部門を、木村特命副院長は経営面を含めた運営部門を、栗栖特別
院長代理は病院の環境改善部門を担当いたします。また、古田晃一朗統括
診療部長には、引き続き診療部全体の強固な調整役を担っていただきます。
今後はこの５名を中心に各部門がしっかりとスクラムを組み、浜田医療圏の
医療を一歩ずつ前進させてまいります。
　当院が所属する独立行政法人国立病院機構は、全国140の医療機関で構
成される日本最大の病院グループです。グループ内で培われた豊富な経験
や先進的な見識を共有できることが、私たちの確かな医療実践の糧となっ
ています。国が定めた医療政策を牽引するという重要な使命を果たすととも
に、当院は浜田医療圏における救急医療の砦として、さらには周産期医療や
小児医療、がん診療を支える基幹病院としての役割を担っています。慢性的
な人員不足という大きな課題に直面する中ではありますが、専門性を備え
た多様な医療スタッフの活躍と、多職種によるチーム医療の強化によって、
救急体制等の維持・改善に懸命に努めています。
　一方、当機構は独立採算制で運営されているため、効率的な経営が求めら
れます。近年は患者数の減少や物価高騰の影響を受け、厳しい経営状況が
続いていますが、まずは健全な経営基盤を確立することが、私たちに課せら
れた直近の任務であると考えています。
　その上で、私が最も大切にしたいことは、医療を提供する職員一人ひとり
が誇りを持って輝ける職場環境を整えることです。質の高い医療は、職員の
心身の充実があってこそ成り立ちます。当院の基本理念である「医療を通じ
て『地域で生きる』を支援する」をさらに推し進めるために、職員一人ひとり
を大切にする病院運営を行います。
　地域の皆様に信頼され、愛される病院であり続けるよう、全職員一丸と
なって精一杯努めてまいります。今後とも浜田医療センターへの温かいご支
援とご鞭撻を賜りますよう、心からお願い申し上げます。

　この度、年度の途中ではありますが、2026年７月31
日付で国立病院機構浜田医療センター院長を退任す
ることになりました。北條副院長が新しいリーダーと
して院長に昇任し、さらに新しいメンバーが加わり、適
材適所の役割を担うことで、当院が課題の多い医療環
境の中をしっかりと航海し続けていくための体制刷新
です。新体制における健全な運営は、職員一人ひとりと
地域の皆様が、本当に大切なことを共有し、日々考え
ながら選択し続けていくことによって初めてなし得る
ことと思います。どうぞ、引き続き、温かいご支援を賜
わりますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。
　私が、私よりも２代前の石黒院長と１代前の飯田院
長からの依頼を受けて副院長に就任したのが2020年
４月であり、この時点で院長を引き継ぐことは規定路
線でした。不安と覚悟の中で2023年４月から院長を
務めさせていただきましたが、就任当初は、院長として
の本来の職責を模索しながらも、時間は猛スピードで
流れていきました。院長として最終決定を下すには、病
院運営の過程と状況を把握しておく必要があります
が、不器用な私は、適材適所に配置された当院の優秀
な職員を信頼して委ねることができるようになるまで
に人一倍時間を要したようです。時には心身のエネル
ギーが切れてしまうこともあり、北條副院長をはじめ、
多くの職員の皆様にご心配とご迷惑をおかけすること
になりました。ここまで支えてくださった皆様に、心よ
り感謝申し上げます。

院長　院長　北條  宣政

この浜田の地でともに歩み、
確かな医療を次の世代へ
～新体制スタートにあたってのメッセージ～

院長職を経験して ～変化するチームに関われる喜び～
栗栖  泰郎

　今は、院長職には、一外科医としてだけでは味わう
ことのできない豊かな喜びがあると感じています。そ
れは、心身の健康があって初めて感じられることです
が、院内外から押し寄せて来る困難な課題に、責任を
持って立ち向かうことができるという喜びです。
　人は皆、組織の中で生きています。個としては自分
自身という組織から成り、家族、職場、地域、国、世界へ
と、所属する組織は次第に拡大していきます。組織と
は生き物です。それぞれの組織が生きていくためには
何かしら課題が生じますが、自分の所属する組織が確
固たる理念を持ち、その理念の実現に向かって活性化
したチームへと柔軟に変化していく過程を共に歩むこ
とができた時、私たちは大きな喜びを味わうことがで
きるのだと思います。その理念が社会への貢献につな
がるものであれば、その喜びはなおさらです。そのよ
うな素晴らしいチームに関わらせていただけたこと
に、心から感謝しています。
　医療を取り巻く課題は厳しいものが多くあります
が、今後は微力ながら他の職員と共に、地域の皆様と
共に、北條新体制を支え、当院の理念である「医療を
通じて『地域で生きる』を支援する」ことを継続してい
くことができるよう、尽力する所存です。
　最後に、浜田医療センターへの、皆様からの変わら
ぬご支援、ご指導を賜わりますよう重ねてお願い申し
上げ、退任の挨拶とさせていただきます。

院長就任のご挨拶 退任のご挨拶

左から 特別院長代理 栗栖 泰郎／副院長 髙橋 節／院長 北條 宣政／特命副院長 木村 麗新／統括診療部長 古田 晃一朗
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